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研究成果の概要（和文）：　本研究は世紀転換期の日中両国の知識人における越境行為を、神智学を用いて、歴
史・思想・文学などから多層的に分析を行い、人的交流の様相及び自他国文化の止揚・統合について実証的な研
究を行った。その成果として、多様な研究分野でも幅広く汎用できる研究資源が網羅されるほか、第一に近代中
国知識人の東西文明観の枠組みで捉えてきた伍廷芳の東西文明論の特徴が示されたことで、従来の研究の活性
化・多層化を促す効果が見込まれる。第二に、日中知識人の神智学受容を考察することで、神智学の持つインタ
ーナショナリズム的性質が民族主義や汎アジア主義に転化されていったことの一隅を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research used Theosophical movement in modern China and Japan to 
reexamine their intellectuals’ trans-national experiences. The examination crossed from history, 
ideology to literature fields. Therefore, this research collected academic resources which may be 
utilized in other research areas. This research discovered that Dr. Wu Tingfang’s idea of Eastern 
and Western ideology was based on the Theosophical aim, the “Universal Brotherhood”. And Wu’s 
theosophical propaganda fit the Zeitgeist in 1910s’ China. Under his leadership, the Theosophical 
movement conducted research on spirituality, social reform, and anti-colonialist movements. Wu 
Ting-fang was one of the pioneers of spiritualism and vegetarianism in China and was admired for his
 efforts in gaining equal rights for Chinese immigrants. In conclusion, since these achievements 
were based on the aims of the Theosophical Society, the theosophical impact in modern China should 
also be reevaluated.
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１．研究開始当初の背景 

近代日・中・印などのアジア諸国の知識人

の東西文明観は、従来多分野において論究さ

れてきた。ただし、伍廷芳などのような、中

国本土以外の場所で育てられ、流暢な英語で

欧米社会へ直接発信した知識人が、奉公のた

めに中国に戻った後に考えた東西文明論と

梁啓超らのとの差異は比較されていなかっ

た。伍の東西文明論において彼がインターナ

ショナリズムの性質を持った神智学に傾倒

したことは重要である。また、伍が東アジア

で最初に近代化に成功した日本を近代化の

媒介とは見なさず、友邦として接したことを

孔祥吉氏が解明したが、それには神智学思想

が寄与しており、その実態についても再考す

る余地があるため、本研究では西洋からの衝

撃を受けた後における近代日中の知識人の

東西文明観を、神智学を用いて、トランスナ

ショナルな視角から再考を試みる。 

２．研究の目的 

本研究では神智学が日中知識人の東西文

明観を変えた可能性について考究する。第一

に中国本土外で育てられた伍廷芳における

神智学受容から探り、第二に神智学に関心を

抱いた日本人作家の中国観から、彼らが日中

の共通性を見出す動きを検討する。神智学に

触発され、西洋対自国（近代対前近代）とい

うパラダイムのみではなかった例を究明す

ることで、近代日中関係史、文学受容史研究

に双方向的な新たな光を当てることも期待

でき、思想・文学の面から東西の接触の様相

及び近代日中交流の研究の発展を目的とす

る。 

３．研究の方法 

（１）訳作から見る東西思想の取捨選択 

調査対象は伍廷芳の神智学翻訳であるが、

伍には欧米の読者を対象にした英文の著書

及び中国人を読み手とした中国語の著作が

ある。それらの作品に見られる表現の差違

も検討する。 

（２）日中両国における神智学の人的ネッ

トワークの解明 

伍から連鎖し錯綜してゆく人脈とその影

響について精査し、それらのネットワーク

の全貌を解明することで、神智学をめぐる

東西の融合の全体像を探ることが可能とな

り、梁啓超や加藤見智などの日中知識人に

おける東西文明観との相違を明らかにする。 

（３）神智学の受容による日中文学の連鎖 

神智学の影響や流用がみられる日本近代

文学の作家や作品の中国での受容と動向に

関して調査する。 

４．研究成果 

本研究は世紀転換期の日中両国の知識人

における越境行為を、神智学を用いて、歴

史・思想・文学などから多層的に分析を行い、

人的交流の様相及び自他国文化の止揚・統合

について実証的な研究を行った。その成果と

して、多様な研究分野でも幅広く汎用できる

研究資源が網羅されたほか、第一に近代中国

知識人の東西文明観の枠組みで捉えてきた

伍廷芳の東西文明論の特徴が示されること

で、従来の研究の活性化・多層化を促した。

第二に、神智学を用いて、それに関わった人

的ネットワークの形成とその連鎖・余波とも

言える日中両国の文学面での受容を考察す

ることにより、文学手法や概念の摂取という

レベルに留まらず、近代日中文化・文学交流

における双方向的な接触の様相が解明され

た。第三に、日中知識人の神智学受容を考察

することで、神智学の持つインターナショナ

リズム的性質が民族主義や汎アジア主義に

転化されていった過程の一部も明らかにな

った。 
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